
史料 5000 天保 13年 3月 21日の判決文   

 

仁杉五郎左衛門への判決文   川崎紫山「幕末の三俊」矢部駿州より 

仁杉五郎左衛門 

其方儀、去る申年、市中御救米取扱掛り相勤候節、右米買入方申付町方御用達、仙波太

郎兵衛外二人より、為時候見舞相贈候反物類等受用致、或は太郎兵衛買付米、及遅滞厳

敷察斗致す後、同人持参候金子入菓子折は、差戻候ても、其段頭えも不申立打過、其上

右買付米捗取兼る迚、自己の存付を以、深川佐賀町又兵衛を太郎兵衛へ為引合、同人手

代名目に致し、越後表へ米買付として差遣し、追而又兵衛より米代為替金申越す節、太

郎兵衛へ、莫大之立替金申談、急速調達兼候ならは、同人所持の沽券状取上、右にて融

通可致抔不当之儀強而利解及、右等の扱を以て、金一万両為差出、又者地廻米問屋の内、

本材木町孫兵衛外二人え活鯛屋敷源兵衛を以及示談、右之者共、任申外組之問屋仲買等

え不相響様、密々買入方申渡、且彼等存分に買付出来るならば、此者勲功も顕れ、出精

之廉可相立と身為をも存買廻し方手段之為、其以前取極め申渡有之市中相場乍暫く其侭

居付置、孫兵衛買付る米五百俵有余米に相成、元方積付破談申承るならば、下け金之内

え買付代返納可為致処、先達而買上候買入高に組込有之迚、孫兵衛等取扱を以て、右米

売払姿に帳合、相場違浮金相定差出す金子之内二百両受納致、或は米方仕上勘定取調候

砌、一己之心得を以て、太郎兵衛外二人買米失脚等多分之金子為差除、於越後表、又兵

衛買入積後延着之分は、其節之相場にて組入、追て着舩之上売払、若不足金相立ならば、

御用達共引請出金之積り、押而利解及、案文之受状為差出、孫兵衛外十二人買付る分は、

諸雑費損毛無之様買付け代金え差加へ、剰又兵衛酒食遊興に遣捨候金子相場違不足金の

廉へ組込、品々事実相違の勘定帳仕立、其上孫兵衛等米買入方骨折候に付ては、内願致

新規問屋名目相立候様取計度顧書面え加筆をも致遺、追而願之通東国米穀問屋名目差免

有之、為右謝礼、問屋共より鰹節一箱具足代金六十五両貰請、其後、年々盆暮為祝儀、

此者共妾へ金二両二分つゝ、又大阪表え出立之砌、為餞別金五十両相贈候を、其度々受

用致、又者悴仁杉鹿之助儀、与力見習中、風と家出致候処、武州瀬戸村藤助方に罷在由

及承、同組同心佐久間伝蔵外一人差遣し、内々にて引戻し、或は鹿之助兼々放埒之儀有

之、自然金子手廻兼、孫兵衛方より勝手賄金借受遣す次第も有之、御救米掛り重立取扱

候身分、を以て公儀を欺仕形、右始末不届に付、存命ならば死罪可申付処、病死致す間

其旨可存。 

 

矢部定謙への判決文 

矢部駿河守 

其方儀、町奉行相勤候節、組与力仁杉五郎左衛門、同心堀口六左衛門外五人、去る申年

中、市中御救米取扱掛り相勤め、品々不正之取扱に及候始末、巨細之義は不相弁候共、

最前御勘定奉行勤役中、町方御用達仙波太郎兵衛より右御救米勘定書控内々為差出、或

は西丸御留守居勤役中、堀口六左衛門へ申談、内々為取調候由に付、追而町奉行被仰付

候はゝ早速厳重之取計方可有之処、其儀は無之、右六左衛門悴貞五郎を、同心佐久間伝

蔵及殺害、高木平次兵衛も為疵負、伝蔵自殺致候節、同人並妻かねへ心当之有無、其方

相尋候御救米勘定合之儀に付、六左衛門等其身之不正を可覆為、伝蔵重立取計候様申成、

心外之由兼々噂に聞候間、右を遺恨に含及刃傷候儀にも可有之段、書面を以相答、伝蔵



儀変死も、五郎左衛門等の不正より事起り候趣に相聞候上は、同人重科難遁儀に心付不

罷在は、不相成儀候迚、寛宥之御沙汰を希候心底を以、役儀等閑之趣意に之処、右之趣

は、有体に不申立、五郎左衛門其外の者共、凶年の危急を救候場合、格別骨折て、御暇

押込申付る方に内意申聞候に付、遂吟味候処、品々付届之始末、及白状、五郎左衛門死

罪、其外夫々御仕置被仰付候、右一件、其方、町奉行不被仰付以前、支配違之者共と申

談穿鑿に及候段は、筋違之取計に有之処、町奉行被仰付候後は、却て取繕候取計に有之、

殊に最前相尋候節は、覚無之旨相答候箇条再尋に至、相違無之段申聞候儀は、被是以御

後闇致方に有之、且又右吟味中は、別て万端相慎み可罷在処、猥に懇意の者共へ、此度

の儀は冤罪の躰に、自書を以申遣、又は御政事向、並諸役人之儀等、品々誹謗令め、是

又同意の者を以、所々へ為申触候段、人心誑惑為致手段相聞、更に身分に不似合心底、

不届之至に候、依之松平和之進へ御預け被仰付者也、右之通、今日於評定所、大目付初

鹿野美濃守殿、町奉行遠山左衛門尉、御目付榊原主計頭殿、御立会為仰渡奉畏候、仍如

件。  

   天保十三寅年三月二十一日       矢部駿河守書印        

 

筒井紀伊守への判決 

申渡之覚   

     西丸御留守居 筒井紀伊守 

     名代     深沢弥七郎 

 其方義、町奉行勤役中、去申年市中御救筋に付、町人共より差出候取替金下げ候戻方

之義、米価引下げ候時節に至、米間屋中買候売米口銭彼米之内より積金致置、下ゲ遣候

積之至法伺済之趣は、元来米屋共冥加之心得を以差出侯義に有之侯迚、平和之年杯にも

取立方猶予致し罷在、又は窮民共江被下に相成候所、両替屋共買持銭下候戻方之義も、

是又米屋共江及利害、右積金之内或は借金等を以可下げ遺との心得にて其侭に打過、一

応申立も不致差置侯段不行屈之取計、其上右御救米取扱懸り申付侯与力仁杉五郎左衛門

義、買付米勘定仕上之節、町方御用達共手代路用失却は勘定為相省、東国穀米間屋路用

失費は差図、又ハ越後米買付として差遣侯深川佐賀町又兵衛遊興に遺捨侯金子は相違、

不足金之廉は為組込、右体勘定取扱、殊に其以前東国間屋共おり買付米五百俵有余米に

相成、積付破談に及侯を売払侯積り帳面相仕立、相場違之浮金を立、五郎左衛門私欲致

し、其外同心並相懸同心共、品々不正之取計に及侯をも不存罷在侯段、畢寛御救之筋に

付、米買付方等五郎左衛門壱人江悉相任せ置候故之義、不束之至に侯、依之御役御免差

扣被仰付侯。 

右於伊勢守殿御宅、若年寄衆、越中守殿、玄蕃頭殿御列座、伊勢守殿被仰渡侯、御目付

浅野金之丞、諏訪庄右衛門立合。 

  寅三月ニ十一日  

 

 


